
1

新図書館整備に関する座談会

＜前半＞ 事務局からの説明 ～意見交換・座談の前提として～

（１） 横浜市の図書館施策について （約10分）

（２） 新図書館整備基本構想（素案）について （約15分）

＜後半＞ 参加者の皆様による意見交換・座談 ～本日のメイン～

■ 説明を踏まえた、皆様による意見交換・座談 （約45分）

■ 新図書館整備に関する質問等 (約5分)

■ 他グループの意見交換・座談の結果を発表 （約5分）
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（１）横浜市の図書館施策について
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サービス実施場所
12か所

中央図書館 1館
地域図書館 17館

巡回先 30カ所

１ 現在の横浜市立図書館のサービス
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まちの魅力となる図
書館が他都市で登場

・集客力

・人の交流

・にぎわいの創出 等

狭く、席が少ない

市立図書館の課題 公共図書館の動向横浜市の状況

「住みたい都市」
｢住み続けたい都市」
「選ばれる都市」
を目指す
（横浜市中期計画2022-2025）

・人口減少
・少子高齢化

蔵書を
増やしてほしい

グループで話しながら
使える場所がない

施設が古い

身近な場所に
図書サービス拠点が

ない

“場”としての期待

・出会い・交流の場

・子どもの居場所

・リアルな体験の場

子連れで気軽に
行きにくい

…など …など

バリアフリーへの
対応

２ 市立図書館を取り巻く状況



将来的な人口減少・少子高齢化

⚫ 今後、全国と比べて緩やかである
ものの、人口減少局面を迎える

⚫ 現在は約377万人であるが、2070
（令和52）年には、約308万人ま
で減少見込み（約18％減少）

⇒今後、市税収入が減少する見込み

横浜市中期計画2026-2029（素案）より抜粋

２ 市立図書館を取り巻く状況 ～横浜市の状況①～
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１ 背景

３ 概要

「施策の推進と財政の健全性の維持」の両立

２ 目的

【歳入面】市税収入の減少等

【歳出面】社会保障経費の増大等

横浜市の持続的な発展に向けた財政ビジョン
（R4.6議決）

目指すべき「持続的な財政」の姿

財政運営の基本方針

債務管理 財源確保 資産経営 ・・・・・・

①資産の戦略的活用による価値の最大化
②公共施設の適正化
施設規模の効率化、保全・運営の最適化

  財源の創出

指標
公共施設全体面積の縮減（2021年時点：約862万㎡）
2040年：2021年時点より増やさない
2065年：2021年時点の１割以下

（2021年～2065年（45年間）の見込額）

「横浜市の持続的な発展に向けた財政ビジョン」より抜粋

【参考】公共施設の保全更新コストの長期推計

２ 市立図書館を取り巻く状況 ～横浜市の状況②～ 
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３ 公共図書館の動向 ～知を育む拠点となる図書館の登場①～

【配布資料】 新図書館整備基本構想（素案） P.44
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３ 公共図書館の動向 ～知を育む拠点となる図書館の登場②～

【配布資料】 新図書館整備基本構想（素案） P.45
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【配布資料】 新図書館整備基本構想（素案） P.46

３ 公共図書館の動向 ～知を育む拠点となる図書館の登場③～
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３ 公共図書館の動向 参考事例（石川県立図書館）

【グレートホール】
誰もが利用しやすいよう、1～3階をスロープで移動できるようにしている。スロープの動線に沿って書架、閲覧机、ラウ
ンジソファ等を配置することで「巡りの楽しさ」を表現している。
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【だんだん広場】
階段状の屋内広場空間。講演会、音楽会等が開催されるほか、イベントが開催されていないときは読書等のスペー
スとして活用される。貸スペースであるが、図書館主催イベントもある。

３ 公共図書館の動向 参考事例（石川県立図書館）



12

 

【カフェ】
館内へ持込できる飲料提供や図書館との連携イベン
トが実施される。図書館が本の貸し借りにとどまらない、
「滞在する場所」になる重要な場所。

【こどもエリア】
里山をイメージした屋外空間「おはなしの森」（読書
や各種観察会、収穫体験等が可能）、知育ゲーム
の体験コーナー、飲食可能な「おしょくじスペース」等が
ある。これまで図書館に来たことがないこどもの利用の
きっかけになる場所。

３ 公共図書館の動向 参考事例（石川県立図書館）
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【モノづくり体験スペース】
本から得た知識やデザインをもとに作品制作ができる。
館内企画展示と連動する催事を行う場合もある。

【ブックリウム】
本を題材としたデジタルアートをウォールスクリーン上に投影
している。デジタルアートを操作して、本の検索ができる

３ 公共図書館の動向 参考事例（石川県立図書館）
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【ラーニングスペース】
学習や読書、デスクワーク、簡単な打ち合わせなどが
実施できるスペース。カフェ同様、図書館が居場所とし
ての役割を担う上で重要な場所。

【食文化体験スペース】
食に関する知的体験を提供する、オープンキッチンを備
えたイベントスペース。貸スペースであるが、図書館主催
イベントも行われる。

３ 公共図書館の動向 参考事例（石川県立図書館）
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３ 公共図書館の動向 参考事例（大和市文化創造拠点シリウス）

【特徴】
エントランスホールなど、図書館以外の場所にも書架や本を読
める場所が配置され、建物全体を図書館として見せている。
図書館の本はカフェ含め、館内どこでも持ち出しが可能。

【居心地の良さ】
飽きの来ない落ち着いたデザインとし、このエリアのまちづくりの
象徴として、毎日でも通いたくなる居心地の良さを追求。
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【メインホール（約1,000席） サブホール（約270席）】

３ 公共図書館の動向 参考事例（大和市文化創造拠点シリウス）
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【健康テラス・健康コーナー】
健康に関する講座を中心に、地域交流の場として様々なイベントを開催している。健康に関する書架を配架し、
専用のレファレンスカウンターを設置している

３ 公共図書館の動向 参考事例（大和市文化創造拠点シリウス）
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【市民交流ラウンジ】
上質な家具を備え、有線LAN、電源、印刷スペース等を
備え、仕事場としても活用できる。

３ 公共図書館の動向 参考事例（大和市文化創造拠点シリウス）

【元気っこ広場】
保育室や育児相談室を備えた、乳幼児向け
の屋内遊戯施設。
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まちの魅力となる図
書館が他都市で登場

・集客力

・人の交流

・にぎわいの創出 等

狭く、席が少ない

市立図書館の課題 公共図書館の動向横浜市の状況

「住みたい都市」
｢住み続けたい都市」
「選ばれる都市」
を目指す
（横浜市中期計画2022-2025）

・人口減少
・少子高齢化

蔵書を
増やしてほしい

グループで話しながら
使える場所がない

こうした背景のもと、目指すべき図書館像を掲げた「横浜市図書館ビジョン」を策定（令和６年３月）。

そして、サービス向上に向けた具体の取組を、財政ビジョン等の市全体の方針と整合を取りながら、推進

施設が古い

身近な場所に
図書サービス拠点が

ない

“場”としての期待

・出会い・交流の場

・子どもの居場所

・リアルな体験の場

子連れで気軽に
行きにくい

…など …など

バリアフリーへの
対応

４ 市立図書館が抱える課題への対応～「図書館が変わった！」へ～
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４ 市立図書館が抱える課題への対応～「横浜市図書館ビジョン」～ 

〇読書を通じて、知る・学ぶ・深めることができる

〇すべての市民一人ひとりが、居心地よく自由に過ごすことができる

〇読書に加えて、触ったり、聴いたり、様々な感覚で、遊ぶ、体験ができる

〇様々な知や人、文化に出会え、まちとつながり、交流できる

〇市民の皆様や地域の団体、企業の方たちが、協働し、アイデアを出し合える

子どもから大人まで、
みんなが主役になれる場

【配布資料】 横浜市図書館ビジョン



21

４ 市立図書館が抱える課題への対応
～「今後の市立図書館再整備の方向性」～

図書館ビジョンの具体化に向けた、「今後の市立図書館再整備の方向性」
（R６.12）の概要

現在の市立図書館の抱える課題 対応の方向性

◆ 施設環境の老朽化・狭隘化

◆ 蔵書の不足

◆ 図書館サービス向上を担う、
賑わい・体験等新しい機能の不足

◆ 図書サービスへのアクセス性

◆ 現在の物流スペースの狭隘化

従来の市立図書館全体の枠組みを再構築し、デジタル技術も活かし
ながら、提供するサービスの充実とアクセス性向上を目指す

柱１
市立図書館の再整備・機能拡張

● 地域館の老朽化対策
・まちづくりと連携した再整備
・短期間でのリノベーション

● 一部の地域館の中規模化
・市域バランス等を踏まえ、
再整備の際に検討

● 新たな図書館の整備
・市立図書館が抱える課題への
抜本的な対応

柱２
図書サービスへのアクセス性向上

● 図書取次拠点の増設、
物流拠点整備

柱３
デジタル技術の積極導入

● 多様な体験の提供や、
 利便性の向上
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４ 市立図書館が抱える課題への対応 ～８年度予算案の取組①～

【配布資料】 令和8年度予算概要（抜粋）
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４ 市立図書館が抱える課題への対応 ～８年度予算案の取組②～

【配布資料】 令和8年度予算概要（抜粋）
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（２）新図書館整備基本構想（素案）について
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１ 基本構想とは
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【配布資料】 新図書館整備基本構想（素案） P.6

２ 基本構想策定の過程
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２ 基本構想策定の過程

【配布資料】 新図書館整備基本構想（素案） P.47
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３ 新図書館整備の基本方針

【配布資料】 新図書館整備基本構想（素案） P.17
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４ 新図書館の目指す姿

【配布資料】 新図書館整備基本構想（素案） P.19
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５ 新図書館の 「5つの機能」

【配布資料】 新図書館整備基本構想（素案） P.21
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６ 新図書館の規模の考え方・スペースの構成

【配布資料】 新図書館整備基本構想（素案） P.32
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７ 新図書館の整備予定地

【配布資料】 新図書館整備基本構想（素案） P.35
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８ 新図書館整備に関して、いただいている、ご意見の例

● 他都市にあるような多機能型の新図書館への期待

● 新図書館が保有する蔵書や閲覧席数などについての要望

● 空間の開放性や、座席・家具など、新図書館の施設・設備への要望

● お喋りの許容、カフェの設置など、過ごしやすさへの期待

● デジタル技術を使った新しいサービス提供への要望

● 新図書館の機能・価値を向上させるために、図書館以外の機能との複合化の提案

● 新図書館整備と連携する、新横浜のまちづくりに関する期待

● 新図書館整備と同時に、地域図書館や図書取次所等他の図書サービス充実の要望

● 新図書館整備と財政ビジョン（公共施設の縮減）との整合、維持管理費に対する懸念

など
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随時、意見募集等を実施

基本構想
（素案）

基本構想

3月策定

・市民意見募集

・座談会

今後も、市民の皆さまのご意見を、節目節目で伺っていきます。

まずは、本日、新図書館に関する想い・提案などを、皆さまで、お話しください！

市民ワーク

ショップ

10月 12月 12～２月

９ 今後のスケジュール(想定）



柱７　市民の豊かな学び

取組内容

「横浜市図書館ビジョン(６年３月)」の実現に向けて、「今後の市立図書館再整備の方向性（６

年12月）」に基づき、具体的な取組を進め、図書サービスの充実とアクセス性向上を図ります。

(１)地域図書館の老朽化対策

473,100千円（160,000千円）

①地域図書館の再整備

最も古く、築60年を超えた港北図書館の再整備について検討を進めます。

鶴見図書館と豊岡小学校等との複合施設の整備を進めます。

②地域図書館のリノベーション【拡充】

居心地向上に向けて、レイアウト変更などによる地域図書館のリノベーション※1を進めます※2。

（設計・施工：神奈川・保土ケ谷・瀬谷、 設計：中・南・都筑・金沢・戸塚）
※1 港北、山内、戸塚、金沢については、別途、７年度12月補正で繰越明許費設定済

※2 別途、旭・栄・南の空調改修を７年度12月・２月補正で繰越明許費設定済

(２)のげやま子ども図書館 1,728,110千円（164,800千円）

①のげやま子ども図書館整備【拡充】

７年４月に先行開設した「おやこフロア」に続き、思い思いのスタイルで本を楽しむ環境や、没

入型コンテンツなどを備えた、のげやま子ども図書館「こどもフロア」及び外構の整備を行います。

②中央図書館地下１階等・駐車場改修【拡充】

のげやま子ども図書館整備に伴い、中央図書館地下１階等の改修に向け検討を進めるとともに、

親子連れが来館しやすいよう、ハイルーフ車対応も含め、駐車場設備の更新工事を行います。
※別途、空調改修を７年度２月補正で繰越明許費設定済

(３)図書取次拠点の増設 309,710千円（15,000千円）

図書取次拠点の新設に向けて設計や工事を行います(９年度10か所開所予定※1）。【拡充】
※1 内訳（ブックス＆ラウンジ（仮称）※2：２か所、身近な公共施設等の活用：８か所）

※2 取組内容（設計・工事：２か所(青葉台駅周辺、上大岡駅周辺)、設計：１か所(横浜駅周辺)）

(４) デジタル技術の導入 120,763千円（76,000千円）

①市立図書館へのデジタル技術導入【拡充】

市民参加型のオンラインプラットフォームの構築・導入など、地域図書館へのデジタル技術の導入を進めます（金沢・港北・戸塚）。

②市立図書館全館へのICタグ導入

利用者利便性の向上と業務効率化に向け、７～10年度までの４年間で、図書館資料へのICタグの貼り付けを順次進めます。

(５) 新図書館の整備 84,000千円（45,000千円）

７年度に策定予定の新図書館整備基本構想を踏まえ、新図書館の整備内容や事業手法等を示す「基本計画」の検討等を

進めます。【拡充】

施策２
市立図書館の
改善・充実と

アクセス性の向上

本 年 度 2,715,945千円

1,933,000千円

一般財源 776,066千円

前 年 度 460,874千円

差 引 2,255,071千円

本
年
度
の
財
源
内
訳

国・県 6,879千円

その他 -

市債

＜取組の全体像＞

53

令和８年度予算概要（抜粋）

01211081
テキスト注釈
01211081 : Completed

01211081
テキスト注釈
01211081 : None



図書館ビジョン推進費

図書館ビジョン推進費

図書館ビジョン推進費

図書館ビジョン推進費

図書館ビジョン推進費

図書館ビジョン推進費

「Book Lounge Kable」（平和不動産株式会社）

ブックス＆ラウンジ（仮称）イメージ デジタル技術の導入イメージ のげやま子ども図書館「こどもフロア」イメージリノベーションイメージ

地域館の改善充実
・アクセス向上

来館者
+100万人

※ 増加数はR６年度比

貸出冊数
+100万冊

市立図書館全体の
ネットワーク強化・
サービス向上

＜取組の全体像＞

地域図書館の
老朽化対策

図書取次
拠点増設

デジタル
技術導入

【リノベーション】老朽度などに応じた内容で、全館を目途に順次実施

・ブックス＆ラウンジ（仮称） …４か所以上

・新たなデジタルコンテンツを全館で導入
・ICタグによる新サービス開始（11年４月）

R８～11年度

図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

７年度：基本構想 ８年度～：基本計画、設計等
新図書館
の整備

【再整備】 まちづくりが具体化・進展したものから順次実施

市全体で40か所程度になるよう、30か所程度増設

・身近な公共施設等 …各区１か所以上

取組を

継続的に

推進

R12以降

※このほか、のげやま子ども図書館「こどもフロア」等を整備

主な課題

施設環境の

老朽化・狭あい化

蔵書の不足

図書サービスへの

アクセス難

賑わい・体験等

新しい機能の不足

現在の物流スペー

スの狭あい化
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